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2024.7.18 作成 

東海⽀部愛知地域会 ２０２４年度 第 2 回役員会議事録 
 

⽇  時 ：2024 年 7 ⽉ 12 ⽇（⾦）17：00〜19：00 

場  所 ：昭和ビル 5 階 会議室 （名古屋市中区栄四丁目 3 番 26 号）  

※WEB 会議を併用 

出  席 ：野々川光昭 地域会⻑ 近藤万記⼦ ⻄村和哉 間瀬⾼歩 各副地域会⻑ 

澤村喜久夫 本部理事  森哲哉 直前地域会⻑ 笹野直之 内藤正隆 東福⼤輔  

川本直義 関⼝啓介 ⾦⼭美登利 花井秀哲 井村正和 各委員⻑・副委員⻑ 
川⼝亜稀⼦  恒川和久  ⿊野有⼀郎 各委員⻑ ⽔野豊秋 吉元学 両監査 

 委任状出席：⾼⽊耕⼀ 副地域会⻑ ⽣津康広 会⻑補佐 中川⻯夫 

オブザーバー：尾関利勝 鈴⽊利明 各顧問  

浅井裕雄 本部理事（⽀部⻑） 伊奈浩一 JIA・愛知賛助会 

 ⽋  席 ：寺⽥智之 太幡英亮 ⽯川英樹 柳澤⼒         

 議  ⻑ ：近藤万記⼦ 
議事録作成担当委員会：職能・資格制度委員会 

議事録署名人： 金山美登里、花井秀哲 

前回議事録確認：2024 年度第 1 回議事録 

 

議 事 

１．地域会長挨拶 

  8.9月は多くの事業がありみなさまにご参加いただきたい。さらにこれまでの事業に加え災害対策とホ

ームページのリニューアルに取り組んでまいります。 

２．審議事項 

①2024 年度愛知地域会運営協力支援の御願い       資料－１ 

昨年度の運営協力支援は 83 万円、本年はプラス 50 万円を目指してご協力をお願いしたい。より

多くの支援をお願いするうえで文面等お気づきの点があればご指摘いただきたい。（野々川） 

支部としては FAX を廃止する方向で進めているがどうか。また FAX での申込の割合は（浅井） 

検討したが、運営協力金お願いするということで幅広い方法を用意して進めたいので FAX を含め

たい。実態として昨年は 8 割程度が FAX での申し込みとなっている。（野々川） 

義務ではないが役員になられた方々には率先して協力いただきたい。昨年は何事務所か。運営協

力事務所はジュニア会員の入会金はいつから無料か。（水野） 

43 事務所です。ジュニア会員の入会金 3,000 円免除の時期は不明です。（野々川） 

→承認 

３．協議事項 

  なし 

４．専決事項（ 後援名義・広告掲載・協賛など ）      

    なし 

５．報告事項 

（１）委員会、地区会、研究会報告 

1 総務委員会 7/8 委員会開催した。 8/2 の語りあう会の準備を進めている（笹野） 

暑気払いは現在申込 33 名、内 JIA 会員は 24 名。語り合う会は 28 名。（内藤） 

語り合う会の内容打合せ中、愛知県 OB の羽根田さんに依頼中。川本さんと黒野さんがモデレータ

ー予定。（森） 

2 広報委員会 あいちゆとりあるすまい推進協議会が 7/4 に開催され出席した。 資料－２ 

3 すまいる愛知住宅賞の応募が 16件あり 7/18 に公開審査会を開催予定。8/5に名古屋市との懇談会

を予定。JIA からは西尾市と蒲郡市の事例をあげて若者が魅力を感じる取組みを話す予定。HP 更

（順不同・敬称略） 
下線オンライン出席 
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新は 8 月上旬公開予定（川本） 

アーキテクト編集員会 6/20 開催。ブリテンボード記事送付依頼。8 月から彰国社の神中さんの新

連載あり。1回目は建築文化について、ご覧いただきたい。（東福） 

4 職能・資格制度委員会 7/19 次回委員会開催予定。（関口）     

5 事業委員会 7/10 第二回委員会開催 7/14 愛知県児童総合センター一寸格子 WS 小学生 53 名、中

学生 3 名の応募 午前午後 2 時間開催予定。猪高小学校 7/2 打合せ。一日目 11/19，二日目

11/10，予備日 11/12 で打診中。岐阜地域会：各務原市福祉フェスティバル 11/5 開催予定。部材

と人員のサポート予定。愛知県林務課から同日予定の WOOD WORKSHOP 参加の依頼があったが今回

はお断りした。（金山）今後隔年でモリコロパークにおいて開催予定。（野々川）建築 WS＠豊橋

「お店をつくろう！」計画書準備中。（黒野）  

6 建築相談委員会 7/22 委員会開催予定（井村） 

7 住宅研究会（ 森 ）竹藤商店見学案内 現在 11 名申込 平野さんから小屋の説明 資料－３ 

7/4 建築家+合同委員会 12 名参加 次回 8/21 予定 

8 保存研究会 6/21,22 文化財保護センターから派遣依頼を受けて原、後藤、川口の 3 名が能登地

震文化財調査を行った。今後はもっと増やしてほしいという依頼あり。氷見市は液状化が激しく

二次調査を行った。今後も二次調査は増える。三次調査は復旧見積まで積算。（川口） 

9 大学 WG   

10 行政 WG 7/1 開催 名古屋大学における研究会 6/29 開催 災害対応も検討。西尾の記録集が発刊

される。自治体等の多方面に配布し、設計者選定について働きかけたい。普及・宣伝を担う会員

にも支部及び地域会で負担できるよう議論いただきたい。次回 7/31（恒川）    資料－４ 

11 建築家＋特別委員会 住研において報告済（森） 

12 まちづくり WG 8/2 の会までに人選予定。豊橋、岡崎、蒲郡、一宮、春日井などメンバーを中心

に、西村さん、間瀬さん、などにご相談にのっていただきたい。（黒野） 

13 JIA 愛知・賛助会 CPD 研修旅行について 9/18-19 現在 11 名申込 延長募集中（伊奈） 

小堀さんが当日東京でプレゼンがありリモートでの参加になる。（西村） 

（２）その他報告 

 ①愛知地域会 入退会・転入・転出(2024 年３月～５月)報告記載漏れ報告（野々川） 資料－５ 

以下 6 名の会員は支部役員会報告済、愛知地域会役員会報告漏れ。 

退会届 正会員 伊藤 功         支部役員会 4/26 報告済 

        久翁正倫 東谷泰成    支部役員会 5/24 報告済 

転入    正会員 近藤崇（関東甲信越より） 支部役員会 4/26 報告済 

        土井英尚（関東甲信越より）支部役員会 4/26 報告済 

転出  正会員 杉本憲治（関東甲信越へ） 支部役員会 4/26 報告済 

 ②愛知地域会会員名簿 2024 報告 広告協賛企業 59 社 3,787,300（税込）イズミ印刷への委託費が 3

割のため地域会収入は 2,651,110、印刷費 165 万を除くと収支 1,001,110 である。例年 150 万円を

予定しているため 50 万円ほど少ない状況である。したがって冒頭の運営協力費をお願いしたい。

（野々川） 

 ③アーキテクト 2024 年 9 月号残暑広告について 目標 30 社のうち現在 14 社（愛知は 10 社）であり

引き続きご協力お願いをしたい。（ 野々川 ）  

④高山ツアーについて 中間報告 岐阜地域会 20 名弱 座席が余っているので愛知にお声かけいただ

いたもの。（ 西村 ） 

⑤役員会の出欠確認方法について 伝助の使用を 9 月より予定。（ 笹野 ） 

Google ドキュメントを利用した方が効率良くないか。（ 東福 ） 

 

（３）支部報告 

1 第１回支部役員会（6/14）議事録 下線資料は支部役員会資料（ 野々川 ） 資料－６ 

2 第 2 回支部役員会（7/5）（ 野々川 ）（メモ＋資料） 資料－７ 

3 入会届 正会員「堀田幹博（愛知）」 承認 

4 名大「まちとすまいの集いシンポジウム」後援名義依頼 承認（ 西村・恒川 ） 

5 「第 11 回 JIA 東海住宅建築賞 2024」個人・設計事務所からの協賛を追加 承認（吉元） 

6 建設工業新聞 2024 年度中部書中企画号協賛依頼 承認 

7 建設通信新聞 2024 年度書中企画号協賛依頼 宛先を支部に変更のうえ承人 

8 監査意見：支部事業報告と予定を提出・残暑広告を増やす行動を・西尾コンペ記録集は支部買取

を検討（水野） 愛知の支部幹事が 3 人欠席（ 浅井 ） 
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9   相談委員会 年度報告について  資料－１３ 

10 「JIA25 年建築選」審査委員会 6/17 申込開始 愛知は鈴木賢一さん（ 西村 ）  資料－１４ 

11 JIA 建築家大会 2024 別府「JIA マンス」企画日程決定について 若手設計者の懇談会には東海か

らは吉田夏生さんを予定。大会には東海から 55 名以上の参加をお願いしたい。( 浅井 ) 

資料－１６ 

12 西尾市生涯学習センター（仮称）記録集について 7/8に完成 多方面に配布し、余れば会員への

配布、設計者選定の働きかけに必要が有れば増刷も検討( 澤村 )   

13 各種申込における FAX から google フォーム等への移行について（ 浅井 ）    資料－６ 

14 事務局作業負担軽減のために進めたい。ペーパーレス化。事務局問合せはメール化。 

 

（４）本部報告 

1 第 316 回理事会（ 6/26 ）（ 浅井 ）（メモ＋入退会＋10 支部）    資料－７ 

2 支部長（業務執行理事）選任、沖縄で伊良波理事の働きかけにより学生会員が増加 

3 新人賞委員の鍋島さんに JIA 入会を説得してはどうか。AIA 大会の報告があり AIA 会長は 3 期続

けて女性、国籍も多様でありダイバーシティを感じる。表彰員会：募集要項の要件記載で近隣と

の良好な関係を明示することに。 

4 総務委員会（ 6/20 ）準会員・協力会員申込書 統一書式を上程予定だが、各支部、各地域会ご

とにオリジナルな部分がありなかなか困難（ 澤村 ）     資料－８ 

5 財務委員会（ 6/18 ） 議事録をご覧ください（ 水野 ）     資料－９ 

6 住宅等連携会議（ 6/19 ）建築家 Month10/24 参加予定「建築家、働き方をデザインする」 

   地域の建築家発信 矢田さんに「文具と社会貢献」などで依頼予定（ 西村 ） 資料－１１ 

7 業務委員会ケンバイ WG（ 5/31、6/26 ）会員の     加入率が 3 割。特徴は建築家が公正にジャッジ

する。補償対象の追加は会員からの要望によるものも有る。( 野々川 )  資料－１２ 

６．その他報告  なし 

 

７．監査意見 

  支部と地域会の事務局の役割分担を心がける。支部事業には事務局はかなり手伝うが、愛知地域会事

業は極力自力で行う努力をするといったイメージだと思う。支部事業に関しても、愛知地域会会員が主体

となって行っていることが多いが、支部の役員の方は他の三地域会にも働きかけをお願いしたい。すまい

る愛知住宅賞の応募数が 16 ということに驚いた。建築家がつくる住宅が激減している。これは東海住宅建

築賞の募集の努力が足りないとかではなく建築家をめぐる激動の時代にはいったのだと思う。行政 WG の活

動にも見て取れるように、アトリエ事務所は住宅だけ設計していればよいという時代ではなくなり、公共

建築も含めた様々な可能性を模索しなければならないと感じた。（吉元） 

 出席の方法を変えるという議題があったが、そもそも出欠の連絡をしないということ自体が考えられな

い。次第には欠席者も委任状出席者もないが、実際には欠席者がいるということは無断欠席なのかこれら

はお互いの信用にかかわることなので気を付けていただきたい。先ほど吉元さんのお話では、愛知の事業

は事務局にお願いできないというふうにも受け取りかねない。愛知は 480 万円を支部に拠出している。事

務所代や事務局費用も含めて負担している事実がある。事務局の瀬川さんも愛知のことはやらないという

事ではない。総務委員長が何から何までやらなければならないという事では負担が大きすぎる。事務局に

お願いせざるを得ない場面は必ずあるので、必要に応じて切り分けてお願いすることはお願いし、自力で

やることは自力でやるように努めていただきたい。愛知がつぶれたら支部がつぶれると認識していただき

たい。 

  顧問意見 

  すまいる愛知の応募数について、JIA としても調べるなり必要があるのでは。（ 尾関 ） 

  ペーパーレス化効率化とやらなければならない soul のような問題があるので慎重に（ 鈴木利 ） 

 

次回役員会 2024 年 8 月 2 日(金)15:00～16:30（JIA 東海支部事務局 会議室・WEB 会議併用） 

次回議事録担当委員会：事業委員会 

（次回総務委員会：2024 年 7 月 29 日（月）18:00～） 

資料提出先：笹野直之 総務委員長 

議事録作成  関口 啓介 

議事録署名人 金山美登里 
議事録署名⼈ 花井 秀哲 


